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さ
よ
う
な
ら
原
発
１０
万
人
集
会
で
脱
原
発
な
ど
を
訴
え
る
参
加
者
＝

‐６
日
午
後
、
東
京
都
渋
谷
区
の
代
々
木
公
園
で

（卦
真

一
撮
影
）

|:ギ

註  :
政
府
が
発
電
暑

間
く
三
回
目
の
音

言
者
の
中
に
中
蔀

一
部
か
ら

「
や
〔

た
。
＝
関
連
０
面

意
見
聴
取
会
を
法

て
は
、
十
五
日
に
開

た
仙
台
市
の
会
場
不

北
電
力
や
原
発
推
准

の
幹
部

二
人
が
発
曇
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名古屋聴取会
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東
京
電
力
福
島
第

一
原
発
事
故
を
受
け
い
作
家
の
大
江
健
三
郎
さ
ん
ら
が
呼

び
掛
け
た

「さ
よ
う
な
ら
原
発
１０
万
人
集
会
」
が
十
六
日
、
東
京
都
渋
谷
区
の

代
々
木
公
園
で
開
か
れ
た
。
三
連
体
の
最
終
日
で
全
国
か
ら
参
加
者
減
集
ま

り
、
関
西
電
力
大
飯
原
発
３
号
機

（福
丼
県
お
お
い
町
）
に
続
き
、
４
号
機
で

も
再
稼
働
を
決
め
た
政
府

へ
の
抗
議
の
声
に
包
ま
れ
た
。
――
関
連
０
０
０
面

集
会
を
知

っ
た
市
民
ら
の

姿
も
。
会
場
内
や
最
寄
り

駅
を
結
ぶ
歩
道
な
ど
で

は
、

一
時
身
動
き
が
取
れ

な
い
ほ
ど
混
雑
し
、
警
察

官
が
マ
イ
ク
を
使

っ
て
誘

導
や
警
戒
に
当
た

っ
た
。

会
場
か
ら
新
宿
や
恵
比

寿
方
面
な
ど
三
コ
ー
ス
に

参
加
者
数
は
主
催
者
発

表
で
約
十
七
万
人
で
、
警

視
庁
関
係
者
に
よ
る
と
約

七
万
五
千
人
。
主
催
者
に

よ
る
と
、
反
原
発
を
訴
え

る
集
会
と
し
て
は
、
昨
年

い
日
本
、
国
の
未
来
で
あ

る
子
ど
も
の
命
を
危
険
に

さ
ら
す
べ
き
で
は
な
い
」

と
訴
え
た
。

，
参
加
者
は
サ
ツ
カ
ー
場

を
埋
め
尽
く
し
、
野
外
音

九
月
に
東
京
都
新
宿
区
の

明
治
公
園
で
行
わ
れ
た
集

会
を
上
回
り
、
過
去
最
大

規
模
と
い
う
。

公
園
内
の
サ
ツ
カ
ー
場

に
設
け
ら
れ
た
ス
テ
ー
ジ

に
は
、
呼
び
掛
け
人
の
著

名
人
ら
が
次
々
に
登
壇
。

音
楽
家
の
坂
本
龍

一
さ
ん

は

「電
気
の
た
め
に
美
し

楽
堂
前
の
広
場
や
公
園
内

の
道
路
な
ど
に
も
広
が

っ

た
。

「福
島
に
つ
な
が
ろ

う
」

「再
稼
働
お
こ
と
わ

り
」
な
ど
と
書
か
れ
た
パ

ネ
ル
な
ど
を
掲
げ
た
。

労
組
や
市
民
団
体
な
ど

組
織
に
よ
る
呼
び
掛
け
に

応
じ
た
人
だ
け
で
な
く
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ツ
ト
な
ど
で

分
か
れ
て
パ
レ
ー
ド
が
繰

り
広
げ
ら
れ
、
会
場
内
で

ト
ー
ク
や
音
楽
の
ラ
イ
ブ

も
行
わ
れ
た
。

大
江
さ
ん
ら
が

「原
発

ゼ
ロ
」
を
訴
え

一
千
万
人

を
目
標
に
取
り
組
ん
で
き

た
署
名
は
七
月
八
日
現
在

で
約
七
百
八
十
五
万
人
分

に
達
し
て
い
る
と
い
う
。

国
民
の
声
を

聴
く
と
い
い
な

が
ら
、
再
び
電

力
会
社
在
籍
者
の
発
言
を

許
し
た
政
府
の
意
見
聴
取

会
。
関
西
電
力
大
飯
原
発

３
、
４
号
機

（福
井
県
お

お
い
町
）
の
再
稼
働
を
強

引
に
決
め
る
な
ど
、
た
だ

で
さ
え

「原
発
回
帰
」
の

姿
勢
が
疑
わ
れ
る
だ
け

に
、
政
府

へ
の
不
信
感
は

一
層
強
ま
り
そ
う
だ
。

政
府
は
十
六
日
の
名
古

屋
を
含
め
八
月
四
日
ま
で

に
全
国
十

一
カ
所
で
意
見

聴
取
会
を
開
催
。
と
こ
ろ

が
、
開
催
場
所
は
七
月
十

四
日
の
さ
い
た
ま
市
と
八

月

一
日
の
福
島
市
な
ど
三

カ
所
を
除
け
ば
、
い
ず
れ

も
電
力
会
社
の
本
店
所
在

地
。
七
月
二
十
八
日
の
北

陸
の
開
催
地
は
利
便
性
の

良
い
金
沢
市
で
は
な
く
、

北
陸
電
力
の
本
店
が
あ
る

富
山
市
が
選
ば
れ
い
電
力

会
社
へ
の
配
慮
が
に
じ
み

出
て
い
た
。

聴
取
会
に
加
え
、
全
国

市
民
の
不
信
感
強
ま
る

一晦

政府が示した今後の原発依存度と
核燃料サイクルの三つの選択肢

高速増殖
原型炉
もんじdの今後

原発依存度

(20304D

使用済み

核燃料の

処分

全て地中に |
埋める直接処分

六ケ所オ寸
再処理
工場

三
千
人
を
対
象
に
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
と
討
論
を
組
み

合
わ
せ
た

「討
論
型
世
論

調
査
」
や
パ
ブ
リ
ツ
ク
コ

メ
ン
ト
の
募
集
な
ど
を
実

施
。
政
府
は
こ
れ
ら
を
通

じ
た
国
民
的
な
議
論
に
よ

っ
て
、
八
月
末
を
め
ど
に

将
来
の
原
発
比
率
を
最
終

決
定
す
る
と
し
て
い
た
。

し
か
し
、
脱
原
発
を
求

め
る
市
民
か
ら
は
も
と
も

と

「
ア
リ
バ
イ
作

り
」

「反
対
派
の
ガ
ス
抜
き
」

一と
の
批
判
が
強
く
、
今
回

の
電
力
会
社
幹
部

・
課
長

の
聴
取
会
出
席
で
早
く
も

不
信
感
を
買
う
こ
と
に
な

っ
た
。
政
府
が
示
す
原
発
比
率

の
三
案
は
、
原
子
力
政
策

の
中
核
と
さ
れ
て
き
た
核

燃
料
サ
イ
ク
ル
の
行
方
を

大
き
く
左
右
す
る
。
こ
れ

を
維
持
し
よ
う
と
す
る
電

力
会
社
や
官
僚
ら

「原
発

ム
ラ
」
の
抵
抗
が
強
ま
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
だ
け

に
、
政
府
は
政
策
決
定
に

こ
れ
ま
で
以
上
に
公
平
性

15%   再処理と
に0年廃炉を想定)直接処分の併存



中日新聞プラス :

意
見
聴
取
会
を
め
ぐ

っ

て
は
、
十
五
日
に
開
か
れ

た
仙
台
市
の
会
場
で
も
東

北
電
力
や
原
発
推
進
団
体

の
幹
部
二
人
が
発
言
者
に

選
ば
れ
て
お
り
、
公
平
性

の
確
保
や
運
営
方
法
が
問

題
視
さ
れ
そ
う
だ
。

発
言
し
た
の
は
、
中
電

原
子
力
部
に
勤
務
す
る
課

長

の

岡

本

道

明

さ

ん

の
し
。

「個
人
的
な
意
見

と
し
て
、
原
発
を
な
く
せ

ば
経
済
や
消
費
が
落
ち
込

み
、
日
本
が
衰
退
す
る
」

と
述
べ
、
原
発
の
新
増
設

を
前
提
と
す
る
２０
～
２５
％

案
に
賛
成
の
立
場
を
表
明

し
た
。
さ

ら

に

「
３５
％

案
、
４５
％
案
が
あ
れ
ば
、

そ
れ
を
選
択
し
て
い
た
」

と
も
述
べ
、
現
行
で
三
割

程
度
の
原
発
比
率
を
さ
ら

に
引
き
上
げ
る
主
張
を
展

開
し
た
。

後
、
報
道
陣
に

「会
社
に

は
事
前
に
個
人
と
し
て
参

加
す
る
こ
と
を
伝
え
た
」

と
説
明
。
事
務
局
か
ら
も

「個
人
な
ら
聴
取
会
の
趣

旨
に
反
し
な
い
」
と
言
わ

れ
た
と
い
う
。

中
電
広
報
部
の
担
当
者

は

「会
社
の
指
示
で
出
席

や
発
言
を
さ
せ
た
わ
け
で

は
な
い
」
と
述
べ
た
。
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自
日
見
園
閥
囚
目
　
東
京
電
力
福
島
第
１
原
発
事
故

靱
勒
鰊

・ 』
］
¨
一
動
は
』
肇
』
¨
鉾
詢
切
螂
」
審

政
府
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

・
環
境
会
議
が
将
来
の
原
発
比

率
に
応
じ
て
示
し
た
二
つ
の
選
択
肢
に
関
し
、
抽
選

で
選
ば
れ
た
９
人
が
意
見
を
述
べ
る
。

岡
本
さ
ん
は
聴
取
会
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聴
取
会
は
、
政
府
が
提

示
し
た
二
〇
三
〇
年
時
点

の
原
発
比
率
①
Ｏ
％
②
ｌ５

％
③
２０
，
２５
％
の
三
案
に

対
し
、
抽
選
で
選
ば
れ
た

各
二
人
が
意
見
を
述
べ
る

形
式
だ

っ
た
。

０
％
案
を
支
持
す
る
意

見
と
し
て

「福
島
第

一
原

発
事
故
原
因
が
ま
だ
究
明

さ
れ
て
い
な
い
」

「使
用

済
み
核
燃
料
の
処
分
法
が

確
立
さ
れ
て
い
な
い
」
が

あ

っ
た
ほ
か
、
１５
％
案
の

支
持
者
は

「国
民
生
活

ヘ

の
影
響
も
考
慮
す

べ
き

だ
」
と
訴
え
た
。

事
務
局
に
よ
る
と
聴
取

会
に
は
三
百
五
十
二
人
の

参
加
応
募
が
あ
り
、
抽
選

で
選
ば
れ
た
八
十
六
人
が

出
席
。
応
募
者
の
う
ち
発

言
を
希
望
し
て
い
た
の
は

０
％
案
に
百
六
人
、
１５
％

案
に
十
八
人
、
２０
■
２５
％

案
に
三
十
七
人
だ

こっ
准
。

国
家
戦
略
室
の
小
鑓
隆

史
企
画
官
は

「中
立
性
を

重
視
し
い
機
械
的
な
抽
選

で
発
言
者
を
選
ん
で
い

る
。
事
前
に
勤
務
先
を
調

査
し
た
り
、
発
言
者
か
ら

外
し
た
り
す
る
こ
と
は
難

し
い
」
と
話
し
た
。
こ
の

日
の
聴
取
会
に
は
八
月
末

に
原
発
比
率
を
取
り
ま
と

め
る
政
府
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

・
環
境
会
議
議
長
を
務
め

る
古
川
元
久
国
家
戦
略
担

当
相
も
出
席
し
た
「

や
透
明
性
の
確
保
が
求
め

ら
れ
る
。

（
社
会
部

・
鈴
木
龍
司
）

名古屋聴取会

仕会
■
や
ら
せ
」批
判
も

政
府
が
発
電
量
に
占
め
る
将
来
の
原
発
比
率
に
つ
い
て
国
民
の
意
見
を
直
接

聞
く
三
回
目
の
意
見
聴
取
会
が
十
六
日
、
名
古
屋
市
で
開
か
れ
た
。
九
人
の
発

言
者
の
中
に
中
部
電
力
の
課
長
が
含
ま
れ
、
原
発
推
進
を
主
張
し
た
。
会
場
の

一
部
か
ら

「
や
ら
せ
だ
」
な
ど
と
批
判
の
声
が
上
が
り
、　
一
時
騒
然
と
な

っ

た
。
＝
関
連
０
面

読者にニュ=スとお得



脱原発を訴えた「さょうなら原発 10万人集会」で
は、呼び掛け人となつた著名人うが、ステージの上か
ら思いを語りかけた。

再び市民の声感無量
音楽家

坂本 青目―さん
42年前、18歳だつた私は、日米安保
改正反対でこの公園にいた。日本の市
民が再び声を上げたのは感無量です。
2050年ぐらいには、家庭や事業所で電
気を自家発電するのが常識という社会
になつてほしい。

公園を埋め尽くした皆さんの声が、
ゆがんだ国や社会の在 り方を見直す確
かな力となる。福島の悲 pllに学ぼうと
しない政治家を、三度と国会に送 つて
はなぅない。子供や孫、将来のため、
私たちの最低限の責任です。

世界につながる問題
作家

瀬戸内 寂聴さん
私たちは集まらなければならない。
税金を払 つた国民だから、政治に言い
分があれば口に出していい。これは世
界につながる問題。悪いことはゃめて
くれと、たとえ相手が聞かなくても、
高い続けましょう。

再稼働 もくろみ倒せ

健三郎さん

原発事故がなお続く中で、関西電力

木飯原発を再稼働させ、さらに再稼働
を広げていこうとしてぃる政府に、侮
辱されていると感 じた。政府のもくろ
みを打ち倒 さねばな らない。 しっか
り、や り続けよう。

藻
層
曇
彗
一琳
典
か
ら
糞
難
を
奪
，
た
一一一一一一曇
魯
一一ｉ
書

家

江

作

大

核を捨てる選択して
作家

沢地 久枝さん
核に汚染され、命が細々と生きる地
球 にしないため、 日本が率先 して核を

基 捨てる選択を してほ しい。政府 は 日本
人から故郷を奪 つた。小さい国土にあ、
さわしい規模で、生まれて良か つたと
思う国にしなくては。

政治家は悲劇を学ベ
経済評論家

内橋 克人さん



だれを見ているのか

致
蒲
一憶
一一難
本
一人
か
ら
披
郷
一を
奪
，
た
一一一一一一一一一一一一一一一一一■
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1    脱原発を訴える参カロ者で埋まつた「さようなら原
1    発 10万人集会Jの会場 =16日 午後、東京都渋谷区
|    の代 々木公園で、本社ヘ リ「あさづる」から

作家

落合 恵子さん

野田政権に聞く。あなたたちが国民

と言う時、だれを見ているのか。今日

ここに来ているのが国民であ り、市

民。性懲 りもなく原発を推進する人た

ちに、本当の民主主義は何かを教えて

あげないといけない。

原発ただちにゼロに
ルポライター

鎌田 慧さん

原発が停止していても、地震があつ

たら大事故が起きるかもしれない危険

があるのに、まだ原発にこだわつてい

る。国民の生命と財産を無視するよう

な政府を、徹底的に弾劾していく。原

発はただちにゼロにすべきだ。

しっかり耳を傾t夕る首相
野田佳彦首相は16日 、民放テレビ番組で、東京・ 代々

木公園で開かれた「さようなら原発 10万人集会」をはじ

め、脱原発を求める抗議活動が全国各地で相次いでいる

ことに「 (原発は)国論を三分するテ早マになつている。

さまざまな声にしつか りと耳を傾けたい」と述べたし

首相は「
.(東
京電力福島第 1)原発の事故が起きてか

らまだ 1年 4カ月なので、複雑な思いを持 つている方が
たくさんいると思う」とも語 つた。

脱原発を訴える参カロ者で埋まつた「さようなら原


